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１．経営者メッセージ

我が社は今年（2007年）会社設立
50周年を迎えます。設立以来一貫して
クレープ紙を生産し、製袋業界、鉄鋼
業界、電線業界、花ラッピング業界な
ど幅広いお客様にご愛顧いただいてま
いりました。今日の我が社はこのよう
な永年変わらずご愛顧をいただいてい
るお客様、お取引先様、又我々の諸先
輩のお陰をもって存在しているという
ことを改めて感謝したいと思います。

設立50周年という大きな節目を迎え、創業の精神に立ち戻
り、「紙創りを通してお客様と喜びを共有し、環境に配慮し
た循環型社会に貢献する」という新しい理念を打ち立てまし
た。これまで我が社は紙を再生して社会に貢献してきました。
「物を造る」ことを喜びとし、そしてそれが「社会に役立
つ」ことを誇りにしてきました。これからの 私たちは先人か
ら譲り受けた伝統や技術、ノウハウを生かして「地球環境を
守る」ということを使命とした取り組みをして行かなければ
なりません。また地球環境保護に先進的な企業の皆様と積極
的にコラボレーションを図り使命の実現に努力しなければな
りません。その為に私たちは自然を愛し、自然の恵みに感謝
し、自然を守る活動に積極的に取り組みながら、これからも
新しい技術や知識の習得に果敢に挑戦して行きたいと思いま
す。

今回、永年培われた我が社の経営資源を「知的資産経営報
告書」としてまとめました。「地球の財産を生かし、自然と
共に生きる永続企業」というビジョンのもと、新しい道を私
たちの手で切り開き、次の世代に遺して行きましょう。

山陽製紙株式会社 代表取締役
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２．経営哲学

創業の精神創業の精神

「社（社会）の為になくてはならぬ人となれ」

明治43年春、広島の片田舎の小学校を卒業
した創業者は、大阪の夜学へ通うため故郷を後
にしました。もくもくと煙を上げて進む汽車の
中で、卒業式で歌った「仰げば尊し」を心の中
で繰り返していました。「身を立て、名を上げ、
やよ励めよ。」家族と離れ、一人で異郷の地で
働きながら学ぶことは自らの選択でした。卒業
したら故郷に帰って立派な大人になる。そして
いつかは社会の役に立つ仕事をしたい。

故郷に帰った創業者は、努力に努力を重ね
「大切な紙をたくさんの人に喜んで使ってもら
う。それが自分に与えられた使命だ。」という
想いで紙の販売会社を興します。昭和3年、大
恐慌の前夜でした。

のちに縁あって大阪の地で製紙会社を設立し
た創業者は、人生を共有する社員さん一人ひと
りが社会の為になくてはならぬ人となって欲し
い、そして一度しかない人生を幸せに生きて欲
しいと願いました。それが「社の為になくては
ならぬ人となれ」という社訓となって今も残っ
ています。

行動指針

人事理念

山陽スピリット

三つの基本姿勢

使命

経営理念

創業の精神
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２．経営哲学

経営理念経営理念

経営ビジョン経営ビジョン

使命使命

「地球の財産を生かし、自然と共に生きる永続企業」

私たちは自然を大切にし、先人から譲り受けた伝統や技術、
ノウハウを生かして、地球を守るために永続企業を目指します。

【希少価値のある紙を創造します】

山陽製紙株式会社が提供すべき技術は小ロット、短納期、古紙
や製造副産物の再生という特性を生かしたものです。特に３Ｒ
（リデュース、リユース、リサイクル）を意識した実験的な取り
組みのために、他企業とのコラボレーションを積極的に行います。

「私たちは紙創りを通してお客様と喜びを共有し、環境に配慮し
た循環型社会に貢献します」

一、私たちは、希少価値のある紙をお客様と共に創ります。

一、私たちは、お客様と共に成長発展することを喜びとします。

一、私たちは、資源として使った地球の財産を再生し、循環型社
会に貢献します。



6

２．経営哲学

三つの基本姿勢三つの基本姿勢

①お客様に対する基本姿勢

「心をこめて感謝します」

お客様のお役に立てることが私たちの喜びであり、心をこめて
お客様の期待に応えるよう努力します。そしてお客様のお陰で我
社が存在していることを心から感謝します。

②社員さんに対する基本姿勢

「パートナーとして物心両面の幸せを実現します」

社員さん一人ひとりは、家族にとって、我社にとって、社会に
とってかけがえのない存在です。我社は社員さんを最も信頼でき
るパートナーと考え、社員さんが潜在能力を最大限に発揮し、仕
事を通して成長し、物心両面で幸せな人生を送ることができる会
社を目指します。

③環境に対する基本姿勢

「自然と人との共生を図ります」

どうしたら自然と共生できるかということを常に考える会社で
ありたいと思います。そのために自然を守る活動に全社員で積極
的に取り組みます。また、環境に対して先進的に取り組むお客様
とコラボレーションを通して循環型社会に役立つ紙を創ります。



7

２．経営哲学

山陽スピリット山陽スピリット

人事理念人事理念

① 人を大切に

② 自然を大切に

③ 物を大切に

④ 時間を大切に

⑤ 感謝の心を大切に

私たちはご支援くださるお客様、協力会社様に感謝し、心と心
をつないだ商いをすることを信条とします。

また、私たちは縁あって同じ職場で働くことになりました。誰
しも仕事を通して自分らしく生きることを願い、人の役に立つ人
生を送りたいと願っています。一人の喜びが全員の喜びとなるよ
うな、そういう職場が私たちの目指す職場です。

共生とは、お互いが足らないところを補い合って、相互に利益
が得られる関係を言います。私たちは自然の恩恵を受けて生きて
います。だから自然を愛し、地球を守ることは私たちの使命です。
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２．経営哲学

行動指針行動指針

①私たちは、お客様、同僚、家族をはじめ、全ての人々を大切にし
ます。

②私たちは、環境への取組みが人類共通の課題であると認識し、環
境保護活動に積極的に取り組みます。

③私たちは、明るく笑顔で挨拶し、コミュニケーションを大切にし
ます。

④私たちは、時間を守り、時間を大切にします。

⑤私たちは、お客様の期待に敏感であり素早く反応します。

⑥私たちは、創ることを精一杯楽しんで工夫を重ねます。

⑦私たちは、夢を持ち、新たなことに進んでチャレンジします。

⑧私たちは、障害を成長のチャンスと受け止め、人一倍努力します。

⑨私たちは、良いと思ったことはすぐに実行し、悪いと思ったこと
はすぐに止める素直な心を大切にします。

⑩私たちは、山陽製紙の代表であることを自覚して行動します。
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「環境問題」や「健康志向」に配慮した「紙創り」を通し、社会に貢献する

地球にやさしい会社です！！

2．山陽製紙って

企業から
排出される
有用な廃棄物

環境に優しい
製品（資源）

我が社の合言葉我が社の合言葉

花ロハスの種
知的資産を活用して
よみがえらせる

山陽製紙ってこんな会社です！山陽製紙ってこんな会社です！

卓越した技術力

軽快な
フットワーク

理念に共感する
社員と異業種ネットワーク

創意工夫を
繰り返す社員 地球にやさしい

モノ創り

自慢できることは
たくさんあります！！

自慢できることは
たくさんあります！！

ロハスの種を環境や健康に優しい製品（花）として還元します！

製品の一部を紹介製品の一部を紹介

注目のロハス製品 シェア1位の製袋用クレープ紙
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過去～現在過去～現在 クレープ紙のトップメーカーへの道のりクレープ紙のトップメーカーへの道のり

３．事業展開
～過去から現在～

１９５１年１９５１年 １９６０年１９６０年 １９７２年１９７２年

ク
レ
ー
プ
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野
の
道
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り

ク
レ
ー
プ
分
野
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道
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り

外
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境

外
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高度成長期
で更なる需
要増

高度成長期
で更なる需
要増

オイルショック等
により

製袋クレープ紙の
需要減

オイルショック等
により

製袋クレープ紙の
需要減

世界的に環境
意識が高まる

世界的に環境
意識が高まる

我が社は、紙製品の卸売業として広島にて創業後、大阪の製紙メーカーの事業を引き

継ぎ、１９５１年に製紙業としてライナー紙や製袋用クレープ紙の製造を開始し、１９５
７年、現在の山陽製紙株式会社を設立しました。その後、大手がライナー紙に参入をはじ
めたため価格競争が厳しくなり、１９６０年にライナー紙から撤退し、小ロット対応のク
レープ紙の専抄メーカーとなりました。
製袋用クレープ紙は、高度経済成長期の好景気により、需要が増加していきました。１

９７２年には国内初の「糸入りクレープ紙」の抄き込み技術を開発し、新たに鉄鋼、電線
業界向けの包装関連資材として、クレープ紙の新たな用途開発に取り組みました。しかし、
オイルショック等により製袋用クレープ紙の需要が減少し始め、同業者の倒産・廃業が続
きました。
そのため、我が社では、１９８９年頃から、製紙業から紙加工業として生き残るという

意識をしはじめました。１９９１年にスリッター機を導入、１９９６年にクレープ紙の二
次加工機を設置し、他社の紙をクレープ加工する事業を行ってきました。また、その間、
花・ラッピング業界向けクレープ紙、電子部品業界向けクレープ紙など、新たなクレープ
紙の開発にも取り組み、需要を確保してきました。
そのようななか、近年、世界的に環境意識が高まり、古紙を使用したクレープ紙が環境

配慮型製品として注目されるようになり、我が社では様々なクレープ紙の用途開発に取り
組みました。現在では、製袋用クレープ紙ＯＥＭ生産を始めることで、紙加工業から製紙
業としての原点に戻り、製袋用クレープ紙としてはトップメーカーになっています。
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スリッター機、クレープ
紙の２次加工機を設置し、
製紙業から紙加工業として
の生き残りを図る

スリッター機、クレープ
紙の２次加工機を設置し、
製紙業から紙加工業として
の生き残りを図る

１９８９年から１９９６年１９８９年から１９９６年 現在現在

１.クレープ紙のトップメーカーへの道のり

２．異業種との共同開発

３．経営理念の再構築
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３．事業展開
～過去から現在～

我が社がクレープ紙のトップメーカーとして地位を築いていく中で、
クレープ紙の抄き込み技術が注目されるようになりました。
次ページの梅炭クレープ紙は、２００３年に紀州梅の種の炭入れタオ

ルを開発したタオル製造業者から、「梅炭のパウダーを紙にも入れてく
れませんか」という提案があり、開発を始めました。
環境問題への取り組みや国の政策のあと押しを受け、中小企業間の共

同開発の促進が図られ、長年クレープ紙専抄メーカーとして培ってきた
我が社の技術によって、新たな環境配慮型製品の開発を行うことができ
るようになりました。
我が社独自の抄き込み技術を、異業種と連携を深めることで、新しい

需要にマッチした製品開発を行うことができることに気付きました。
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環境に配慮したロハスな紙

和歌山県みなべ町で収穫された「南高うめ」の種（廃棄物）を備長炭
の窯で炭化させ「パルプ・炭・水」で製造した地球に優しい100％リサ
イクルした紙です。（ロハスな紙）

■紙への抄き込み工程での炭の歩留まりがよく、低コストで高い効果が
期待できます。

■炭の抄き込みにより、「環境ホルモンの吸着」「防カビ」「調湿」
「消臭」等の効果があります。

３．事業展開
～過去から現在～

梅炭クレープ紙を開発

大阪府リサイクル製品認定

-認定番号：18-46

過去～現在過去～現在 異業種との共同開発異業種との共同開発
１.クレープ紙のトップメーカーへの道のり

２．異業種との共同開発

３．経営理念の再構築
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